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 第 22 回地理情報システム学会研究発表大会は，2013 年 10

月 26・27 日（土・日），慶應義塾大学三田キャンパスにて開

催されます．本年度も通常の研究発表（講演，ポスターセッ

ション）に加え，多彩なセッション企画（シンポジウム，ワ

ークショップ，ハンズオンセッション，チュートリアルセッ

ション，GIS 技術紹介セッションなど）などのプログラムを

予定しております．奮ってお申し込み下さい． 

 

1. セッション企画 

 シンポジウム，ワークショップ，ハンズオンセッション，

チュートリアルセッション，GIS 技術紹介セッションなど，

特に形式は問いません．1セッション（約 1時間 50 分）を単

位とし，複数セッションにまたがることも可能です． 

 セッション企画につきましては，個人会員・賛助会員の方々

からご提案いただけます．特に各分科会の方々につきまして

は，日常の研究成果を発表するまたとない機会ですので，積

極的なご参加をお願いいたします． 

 

発表申し込み手続き 

 下記のメールを，7月 15 日（月）までに貞広大会実行委員

長（E-mail: sada@csis.u-tokyo.ac.jp）宛，お送り下さい． 

 

セッション題名 

セッションの種類（シンポジウム，ワークショップ，ハンズ

オンセッションなど） 

セッション企画者（代表者のみ）氏名，所属，メールアドレ

ス 

セッション概要（400 字程度） 

セッション枠数 

必要機材（パーソナルコンピュータなど） 

座席数 

 

 発表の可否は，7月 31 日（水）までに直接メールにてご連

絡致します．なお，会場の設備等により，ご希望に添えない

場合がございますので，予めご了承下さい． 

 

2. 研究発表 

 講演発表とポスターセッション発表があります（梗概集は

CD-ROM 版のみの発行です）． 

 講演発表： 論文の提出が必要です．論文は，地理情報シス

テムに関する理論研究・応用研究の成果で，原則として未発

表のものに限ります．また，独創性・完結性がないものの発

表は認めません．なお，セッションの最終発表者は，そのセ

ッションの司会を務めていただきます． 

 ポスターセッション発表： 研究形成段階の討論や調査･活

動報告などでも結構です．自由で活発な情報交換の場として

活用ください．論文の提出は必須ではありませんが，提出さ

れた原稿は CD-ROM に収録されます． 

 講演発表，ポスターセッション発表共に，商業宣伝的な内

容のものは認めません．機器展示あるいは GIS 製品・利用例

紹介セッションにお申し込み下さい． 

 

応募資格 

(1) どなたでも発表できます．但し，発表者または共同研究

者（連名者）のうち，少なくとも 1 名は学会の個人会員（正

会員または学生会員）である必要があります．また，賛助会

員については，1 口につき個人会員 1 名分の発表資格を有す

るものとみなします． 

(2) 発表者となるのは，賛助会員枠を含めても 1 名につき１

題に限ります．但し以下のような場合には，発表の重複が認

められます． 

・複数の発表について共同研究者（連名者）となること． 

・同一題目で講演とポスターセッションの両方で発表を行う

こと． 

大会実行委員会 委員長 貞広 幸雄
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・通常セッションと，特別セッション（セッション企画）の

両方で発表を行うこと． 

(3) 大会発表会場において指定された日時に発表できること．

発表日時の指定は受け付けません．また，会場の都合により

発表総数を制限する場合があります． 

(4) 2013 年度までの年会費完納者 

 

発表申し込み手続き 

1. アブストラクトの提出 

 7 月 1 日（月）～7月 15 日（月）正午（必着）の期間内に，

以下からお申込みください． 

https://www.easychair.org/account/signin.cgi?conf=gisa

2013 

※利用方法については，大会 HP に説明書を挙げてあります． 

※記入された氏名と論題が，そのままニューズレター及び大

会 HP のプログラムと CD-ROM に掲載されます．7月 16 日以降

の修正は一切受け付けませんので，予めご了承下さい． 

・ 発表の可否は，7月 31 日（水）までに学会 HP に掲載され

るプログラム（予定案）及びアブストラクトにてご確認下さ

い．個別のご連絡は行いませんのでご注意下さい． 

 

2. 講演論文集用原稿の提出（例年より提出日が早いのでご注

意ください） 

7 月 1日（月）～8月 30 日（金）正午（必着）です． 

【Easy Chair 宛に提出】 

(1) 発表論文原稿（PDF） 

作成要領については，HP 掲載のテンプレートファイルをご活

用下さい． 

【学会事務局宛に郵送】  

(1) 上記の発表論文原稿を打ち出したもの（両面印刷，左肩

をホチキス止め）  1 部 

（セッション司会者に事前送付するため． 

ただし，大会優秀発表賞の審査対象希望者は審査員用として，

2 部送付のこと） 

 (2) 著作権譲渡契約書（直筆の署名が必要）(HP 掲載の書式

をご覧下さい） 

 

・CD-ROM 作成の日程都合上，上記受付期間より遅れて到着し

た原稿は一切受け付けられません．発表申請を取り消させて

頂きますので，予めご了承下さい． 

・MS-Word などを用いて作成した原稿の PDF 化に関しては HP

を参考にしてください．フリーソフトも紹介されています．

なお，PDF の品質は，そのまま印刷に耐えるレベルのものを

お願いいたします． 

・使用言語は日本語または英語とします． 

・原稿の仕上がりサイズは A4 版，4ページとします． 

・発表者に連絡がつきにくい可能性がある場合は，申込書に

確実な連絡先も明記してください．原稿の不備等で連絡を差

し上げる場合があります． 

・発表原稿の編集・出版の権利は，地理情報システム学会に

帰属します． 

 

大会参加費（講演論文集の CD-ROM 代金を含む） 

正会員または賛助会員枠の参加者 ： 事前登録 3,500 円（当

日受付 4,000 円） 

学生会員 ： 事前登録 3,000 円（当日受付 4,000 円） 

非会員（一般および大学生以上） ： 事前登録 6,000 円（当

日受付 6,000 円） 

高校生以下，70 歳以上 ： 無料（必ず年齢を証明するもの

をご呈示ください）  

 

懇親会参加費 ： 5,000～6,000 円程度（未定）  

（会場は慶應義塾大学南校舎「ザ・カフェテリア A」） 

・事前登録，当日受付とも，領収書を発行いたします． 

 

事前登録について： 

大会 HP の「事前登録申込書」に必要事項をご記入の上，代金

を振り込んで学会事務局まで申込書を FAX にてご送信下さい． 

 予約締切は，9月 15 日（水）です． 

※期日までに入金が確認されない場合，事前受付はキャンセ

ルとなります． 

※大学周辺に飲食店が多いため，今回はお弁当のご案内はあ

りません． 

 

3. 第 9 回大会優秀発表賞 

学生会員の発表レベルの向上を図る目的で，本年度も「大会

優秀発表賞」を設けます．以下の条件を満たす方が対象とな

ります． 

・本学会の学生会員であること（2013 年 7 月 15 日までに事

務局に入会届が到着した方を含みます．但し，2013 年度まで

の年会費完納者)  

・修士号未修得であること（但し社会人学部生，社会人大学

院生を除く） 

・講演発表の発表者であること  

 受賞候補者は，研究(論文）内容，発表技術の優秀者からセ

ッション司会者が推薦し，学会賞委員会の中に設置される大

会発表賞小委員会の議論を経て受賞者を決定します．受賞者

数は特に定めません． 

 尚，発表受賞者には，賞状を後日送付すると同時に，GISA

ニューズレター88 号に所属・氏名を発表します． 

 

4. 機器展示 

展示内容： パソコンまたはワークステーション上で稼動す

る GIS のデモソフトとします． 

応募資格： 学会賛助会員に限ります．出展費用は無料です． 

応募要領： 以下の内容を明記の上，E-mail にて事務局にお

送りください． 

①会社名（所属） ②連絡先電話番号，E-mail ③担当者名  

④展示ソフト名称  ⑤展示概要（200 字程度．ニューズレタ

ーや会場配布のパンフレット及び大会 HP に掲載します）  

⑥必要電源の個数 

受付期間： 7 月 1日(月)～8 月 31 日(土)  

※ 7 月 31 日（水）までの受付分は，展示概要をニューズレ

ター87 号に掲載します． 

（それ以降の受付も，会場配布のパンフレット及び大会 HP に

は掲載されます）． 

出展の可否： 9 月 23 日（月）までに機器展示要項と共に

E-mail で通知します． 

※ 会場の都合により，各日の展示件数及び，1 社当たりの

機器構成(電気容量）について事務局が調整することがありま
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す． 

 

 

 

日韓相互訪問をしている韓国 GIS 学会（KAGIS）との共同シン

ポジウムは，今年は韓国・済州島で開催されます．奮ってご

参加ください． 

会期：2013 年 10 月 30 日（水）～11 月 1日（金） 

会場：RAMADA PLAZA JEJU HOTEL 

https://www.ramadajeju.co.kr/JPN/ 

≪国際セッション≫ 

2013 年 10 月 31 日（木） 

※発表時間は一人 20 分（英語）です 

※昼食は先方で用意されます 

≪ポスターセッション≫ 

A0 サイズで出力したものを，発表当日にご持参ください． 

（郵送も可能ですが，その場合は要連絡） 

※フロアでの発表はありません 

※セッション時間内の質疑応答には対応してください 

≪懇親会≫ 

2013 年 10 月 31 日（木）夕方より 

※GIS 学会員は御招待 

会場：RAMADA PLAZA JEJU HOTEL 

≪巡見≫ 

大会終了時に，KAGIS会員である山林庁の協力でサリョニ（森）

のコースを歩く機会を設けています．一般に非公開のコース

も案内されるそうです．ご希望の方はぜひご参加ください．

詳しくは学会 HP をご覧ください． 

発表申込： 2013 年 7 月 31 日（水） 

申込方法： 学会HPのwordファイルに必要事項を記入の上， 

GISA 事務局にメール添付で提出 

 

講演論文提出期限：2013 年 9 月 30 日（月） 

提出方法：PDF 化した論文（英文/A4/4 頁）を 

GISA 事務局にメール添付で提出 

 

 

 

■一般社団法人地理情報システム学会第7回社員総会 
［事務局長   厳網林］ 

開催日時：平成 25 年 5月 26 日 14 時 30 分〜16 時 00 分 

開催場所：東京都文京区本郷 7丁目 3-1 

東京大学工学部 14 号館 141 号室 

出席者： 24 名 

 

議事 

・開会 

14 時 30 分に浅見会長が議長として開会を宣言した．次の通

り社員の出席があったので，本社員総会が適法に成立した旨

を告げた． 

議決権のある当法人社員総数  47 名（議決権の数 47 個） 

出席社員数          23 名（議決権の数 23 個） 

代理出席社員数         1 名（議決権の数  1 個） 

書面による議決権の行使数   11 名（議決権の数 11 個） 

出席代表理事   浅見 泰司 

出席理事     浅見 泰司，太田 守重，小荒井 衛，

小口 高，厳 網林，関根 智子， 

玉川 英則，寺木 彰浩，矢野 桂司 

出席監事     吉川 眞 

 

審議事項 

・第１号議案 2012 年度事業報告について 

厳事務局長より 2012 年度に実施した事業を配付資料に基づ

き説明した．討論の後，満場一致で承認された． 

・第２号議案 2012 年度決算と会計監査について 

小口財務担当理事より 2012 年度財務諸表などを配付資料に

基づき説明した．引き続き吉川監事より監査内容を説明した．

討議の後，満場一致で監査結果は承認された． 

報告事項 

・報告１2013 年度事業計画及び予算について 

厳事務局長より 2013 年度事業計画について配付資料に基づ

き報告した．引き続き小口財部担当理事より予算計画を報告

した． 

・報告２選挙のスケジュールについて 

2014，2015 年度代議員，理事，監事選挙のスケジュールにつ

いて，事務局より説明があった． 

・その他 

地方における GISA 資格認定活動の支援，定点退職者の学会活

動支援について，意見を交換した． 

 

感謝状贈呈式 

 学会運営に多大な貢献をされた国際航業株式会社に対し，

浅見会長より代表取締役社長土方聡様に感謝状を贈呈した．

同様，学会運営に多大な貢献をされた ESRI ジャパン株式会社

に対し，浅見会長より代表取締役社長正木千陽様に感謝状を

贈呈した．（6,7 ページに関連記事） 

 

・閉会 

予定されていた議事をすべて終了し，議長が 16 時 00 分に本

社員総会の閉会を宣した． 

 
 

社員総会の様子 
 

【代議員(社員)総会・理事会報告】 

【日韓 GIS 国際シンポジウムのご案内】 
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■一般社団法人地理情報システム学会第 28 回理事会 
［事務局長   厳網林］ 

開催日時：平成 25 年 5月 26 日 13 時 00 分〜14 時 20 分 

開催場所：東京大学工学部 14 号館１階 141 教室 

出席者：浅見，矢野，厳，小荒井，関根，玉川，寺木，小口，

太田，吉川（監事） 

欠席者：柴崎，大佛（監事） 

 

議事 

・開会 

定刻 13 時 00 分に浅見泰司会長が議長を務め，開会を宣言し

た．次の通り過半数を超える理事の出席があったので，本理

事会が定足数を満たし有効に成立した． 

理事総数 10 名 

出席理事数 9 名 

・報告事項 

1.職務執行状況について 

財務 

小口財務担当理事より年度決算報告書の準備報告があった． 

・渉外・大会関係 

・渉外・大会について，玉川担当理事より報告が行われた．

JpGU 第 8 回学協会会議の報告（次年度大会予定，英文ジャー

ナル発刊進捗状況等），同環境災害対応委員会の委員交代（目

代邦康様→後藤真太郎先生）等の報告があった．学術大会に

ついて，今年度大会は慶應義塾大学三田キャンパスで 10 月

26 日(土)，27 日（日）に開催予定． 

・KAGIS との交流事業について，今年は日本側が副会長を中

心に訪韓する年．矢野副会長を団長に 3 名以上の団員を引率

して出席することになった．10 月 31 日（水），11 月 1日（木），

2日（金）に開かれる予定．投稿締め切りは７月 31 日．参加

旅費は参加者自己負担とする． 

・次年度学術大会開催地について，中部大学福井弘道先生の

ところで開催を検討中．候補日は 2014 年 11 月 7 日（金），8

日（土），中部大学春日井キャンパス． 

・JST 査読システムへの参加は，毎号投稿本数 50 本以上が条

件．この条件をどうクリアするか，検討した．講演論文集の

本数を計上するか，分科会に特集号を企画させるか．次回投

稿論文の数をもって再度検討することにした． 

 

２．次回選挙のスケジュールについて 

・事務局より 2014，2015 年度の代議員，理事，監事を選出す

るスケジュールを提示した．議論の結果，了承した． 

 

３．京都 IGU 会議における学会紹介，展示について． 

・矢野副会長より 2013 年京都地理学会議の準備状況について

報告があった．地理学関連学会に展示スペースを提供する．

本学会からも英語パンフレット，ポスター，『理論と応用』の

最新号を提供するという要請があった．また JpGU ブースにも

展示物が置ける．各種資料 200 部用意することにした． 

 

４．事務局より入退会動向を報告した． 

審議事項 

第１号議案 2012 年度事業報告について 

厳事務局長より配布資料に基づき 2012 年度事業報告を行っ

た．審議した結果，承認を得た． 

第２号議案 2012 年度決算と会計監査について 

小口財務担当理事より配布資料に基づき 2012 年度決算報告

書を報告した．吉川監事より監査報告を報告した．審議した

結果，承認を得た． 

 

第３号議案 2013 年度事業計画と予算について 

厳事務局長より 2013 年度事業計画を説明した．引き続き小口

財務担当理事より 2013 年度予算計画を説明した．審議した結

果，承認を得た． 

 

第４号議案 選挙管理委員長の選出について 

代議員選挙管理規程より，選挙管理委員長の条件を確認し，

候補者を検討した．事務局より打診することにした． 

 

その他 

・第 29 回理事会の開催日：2013 年 7 月 28 日 13〜15 時に決

めた． 

・厳事務局長よりリモートセンシング学会中心に進めている

「今後の宇宙開発のあり方に関する検討会」に参加する件に

ついて，メールベースの審議を経て，本学会として正式に参

加することになったことを報告した．また 5月 24 日に同検討

会の会合に出席したことを報告した．本学会の対応について

今後具体的に検討することにした． 

 

閉会 

予定されていた議事をすべて終了し，議長が 14 時 20 分に本

理事会の閉会を宣した． 

 

 

■2012 年度決算・2013 年度予算報告 
[財務担当理事 小口 高] 

2012 年度の決算は 7,247,619 円の黒字となりました．この

背景には，会費の値上げ，資格認定協会の収入の増加，およ

び手弁当で学会運営を支えていただいた多くの方々のご協力

があります．最近は会員数が頭打ちで，長期的には予断を許

さない状況にあるといえますが，お陰様で当面の運営には大

きな問題がない状況になっております． 

2013 年度の予算は，基本的には昨年度までと同様の構成に

なっておりますが，一つ大きく異なる点は資格認定協会への

支出の増加です．2012 年度に資格認定協会の収入が大幅に増

えた背景には，同年度の末までは経験達成度（GIS に関する

実務経験）に基づく既得権申請により GIS 専門技術者の認定

をうけることが可能であったことがあります．このため例年

よりも非常に多い申請があり，申請・登録費の収入も増えま

した．この増加は一時的なものと言えますが，資格認定協会

の活動は今後も非常に重要ですので，2013 年度には前年度に

増えた収入を活用し，活動をアピールしつつ今後のさらなる

発展を目指すための行事を行うことになりました． 

学会の基盤となる学会費収入につきましては，自動引き落

とし制度を導入するなど安定化を試みておりますが，引き落

としの対象となる口座の残額不足や，振込用紙を用いた支払

いが大幅に遅れるといった状況も生じております．会員の

方々のご協力が不可欠ですので，よろしくお願いします．ま

た，予算を有効に活用し，学会の魅力をさらに高めるような

具体的なご提案があれば，ぜひ学会にお寄せ下さい． 

【2012 年度決算・2013 年度予算報告】 
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■ GIS 資格認定協会の動向           [太田守重] 
5 月 10 日現在の有資格者数は以下のとおりです． 

GIS 名誉上級技術者 13 名 

GIS 上級技術者 334 名 

GIS 教育認定件数 29 件 

昨年末で既得権申請の受付を終了しましたが，12 月下旬に

多数の皆様から申請が寄せられましたので，有資格者が急増

する一方，審査に時間を要し，申請者の皆様にはご迷惑をお

かけしています． 

5 月 25 日には，東京において，GISCA の役員全体会議，有

資格者会議を行い，さらに，このたび名誉上級技術者になら

れる吉川眞先生，久保幸夫先生への資格贈呈式を行います． 

今年度は，通常申請のみの受付になり，申請者数は落ち着

くと考えられますが，一方で，資格維持のための教育機会や

貢献の機会が求められると考えており，あらたな展開を模索

しているところです．皆様のご支援をお願い致します． 

 

■教育委員会からのお知らせ          [酒井高正] 
「2013年度初等中等教育におけるGISを活用した授業に係

る優良事例表彰」の事例募集（予告） 

 地理情報システム学会では，今年度も，日本国内の初等

中等教育現場において実践的に GIS を活用した取組みをして

いる教員等の個人またはグループに優良事例表彰を授与する

予定です． 

 本表彰は，本学会会員以外も申請が可能で，初等中等教

【委員会報告】 

Ⅲ　正味財産期末残高 57,977 50,730 7,248
          指定正味財産期末残高 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
Ⅱ　指定正味財産増減の部
          一般正味財産期末残高 57,977 50,730 7,248
          一般正味財産期首残高 50,730 49,566 1,164
          当期一般正味財産増減額 7,248 1,164 6,084
          税引前当期一般正味財産増減額 7,248 1,164 6,084
          当期経常外増減額 0 0 0
        経常外費用計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外収益計 0 0 0
    (1) 経常外収益
  ２．経常外増減の部
          当期経常増減額 7,248 1,164 6,084
          損益評価等計 0 0 0

          沖          縄           支           部 117 119 -2

          評価損益等調整前当期経常増減額 7,248 1,164 6,084
        経常費用計 18,069 16,327 1,743

          中          国           支           部 11 34 -22
          関          西           支           部 127 92 35

          九          州           支           部 52 87 -35
          四          国           支           部 54 71 -17

          北       海        道        支       部 67 71 -3
        地    方    支     部     運    営    費 444 531 -87

          北          陸           支           部 0 15 -15
          東          北           支           部 17 44 -27

          支       払        手        数       料 135 76 59
          支       払        負        担       金 10 10 0

          そ                 の                 他 518 305 213
          支          払           報           酬 378 378 0

          修                 繕                 費 47 47 0
          消          耗           品           費 236 326 -91

          租          税           公           課 70 70 0
          賃                 借                 料 1,640 1,640 0

          旅       費        交        通       費 462 613 -151
          法       定        福        利       費 618 609 9

          減       価        償        却       費 533 533 0
          通       信        運        搬       費 1,011 1,115 -104

        本   部   事    務    局    運   営   費 12,306 11,413 893
        特          定           寄           付 250 250 0

          臨       時        雇        賃       金 1,158 1,595 -436
          人                 件                 費 5,490 4,096 1,394

        特 別  シ  ン  ポ  ジ  ウ  ム  開  催 費 315 0 315
          資  格   認   定   協   会   Ｇ   Ｉ  Ｓ 707 577 129

          通       信        運        搬       費 1 0 1
          会          場           借           料 314 0 314

        委     員      会      運      営     費 872 730 142
          セ  キ   ュ   リ   テ   ィ   Ｓ   Ｉ  Ｇ 0 29 -29

          編       集        委        員       会 131 132 -1
          学     会      賞      委      員     会 35 21 14

        分     科      会      運      営     費 60 67 -6
          大会講 演 論 文 集 （ 大 会 誌 ） 印刷費 165 165 0

          土    地    利     用     ・    地    価 10 8 3
          自 律  分  散  ア  ー  キ  テ  ク  チ ャ 50 30 20

        刊     行      物      制      作     費 2,311 2,116 195
          懇          親           会           費 600 641 -41

          機関誌（ＧＩ Ｓ － 理 論 と 応用）印刷費 1,720 1,532 188
          会       報        印        刷       費 426 419 7

          消          耗           品           費 389 91 297
          通       信        運        搬       費 17 17 -1

          支       払        手        数       料 5 6 -1
          諸                 謝                 金 125 0 125

          臨       時        雇        賃       金 271 234 37
        大       会        開        催       費 1,510 1,220 290

          旅       費        交        通       費 104 134 -30
          会          場           借           料 0 97 -97

          そ       の        他        収       益 154 292 -138

    (2) 経常費用
        経常収益計 25,317 17,491 7,826

        受       取        寄        付       金 200 0 200
          関          西           支           部 67 0 67

          受          取           利           息 1 1 1
        雑                 収                 益 155 293 -137

          更       新        料        収       入 270 70 200
          認    定    登     録     料    収    益 1,815 705 1,110

        支     部      事      業      収     益 67 0 67
          雑                 収                 益 0 0 0

          掲       載        料        収       益 380 0 380
          受    取    刊     行     物    送    料 49 50 0

          申       請        料        収       益 2,650 510 2,140
        資 格  ・  教  育  認  定  事  業  収 益 4,735 1,285 3,450

        刊       行        物        収       益 2,338 1,751 587
          懇     親      会      参      加     費 668 798 -130

          大       会        誌        収       益 706 748 -42
          機関誌 （ Ｇ Ｉ Ｓ 理 論 と 応 用 ）収益 1,203 954 249

          正                 会                 員 442 422 20
        大       会        参        加       費 1,591 1,664 -73

          非                 会                 員 396 352 44
          学          生           会           員 85 92 -7

          学   生   会    員    受    取   会   費 657 399 258
          正    会    員     受     取    会    費 11,853 8,682 3,171

        過    年    度     受     取    会    費 7 0 7
          賛   助   会    員    受    取   会   費 3,310 3,410 -100

        受       取        入        会       金 400 0 400
          特   定   資    産    受    取   利   息 3 7 -3

        受          取           会           費 15,820 12,491 3,329
          賛  助   会   員   受   取   入   会  金 400 0 400

        特    定    資     産     運    用    益 3 7 -3
    (1) 経常収益
  １．経常増減の部
Ⅰ　一般正味財産増減の部

科        目 当年度 前年度 増  減

正味財産増減計算書
2012年 4月 1日から2013年 3月31日まで

一般会計 （単位:千円）

　②　①+12年度実績の当期収支差額
　①　2012年度の収支計算書の前期繰越収支差額
        次期繰越収支差額　② 28,607 26,825 1,782
        前期繰越収支差額　① 29,142 28,636 506
        当期収支差額 -535 -1,811 1,277
          財務活動収支差額 0 0 0
        財務活動支出計 0 0 0
  ２．財務活動支出
        財務活動収入計 0 0 0
  １．財務活動収入
Ⅲ　財務活動収支の部
          投資活動収支差額 0 -1,012 1,012
        投資活動支出計 0 1,012 -1,012
          そ  の  他  の  投   資   活  動  支  出 0 1,012 -1,012
        そ  の  他  の  投   資   活  動  支  出 0 1,012 -1,012
  ２．投資活動支出
        投資活動収入計 0 0 0
  １．投資活動収入
Ⅱ　投資活動収支の部
          事業活動収支差額 -535 -799 265
        事業活動支出計 18,320 18,157 163
          沖          縄           支           部 150 150 0
          九          州           支           部 100 75 25
          四          国           支           部 100 140 -40
          中          国           支           部 80 80 0
          関          西           支           部 120 100 20
          中          部           支           部 15 20 -5
          北          陸           支           部 20 20 0
          東          北           支           部 80 80 0
          北       海        道        支       部 70 70 0
        地  方   支   部   運   営   費   支  出 735 735 0
          報          酬           支           出 380 380 0
          手       数        料        支       出 100 100 0
          負       担        金        支       出 10 10 0
          租     税      公      課      支     出 80 80 0
          賃       借        料        支       出 1,659 1,659 0
          修       繕        費        支       出 50 50 0
          消     耗      品      費      支     出 400 500 -100
          通    信    運     搬     費    支    出 1,200 1,200 0
          旅    費    交     通     費    支    出 500 500 0
          法    定    福     利     費    支    出 750 600 150
          臨    時    雇     賃     金    支    出 1,300 1,620 -320
          人       件        費        支       出 4,500 4,300 200
        本  部  事  務  局   運   営  費  支  出 10,929 10,999 -70
          震     災      対      応      支     出 0 200 -200
        そ   の   他    事    業    費   支   出 0 200 -200
        特     定      寄      付      支     出 250 300 -50
          会     場      借      料      支     出 300 300 0
        特 別 シ ン ポ ジ  ウ  ム 開 催 費 支 出 300 300 0
          資格認 定 協 会 （ Ｇ Ｉ Ｓ Ｃ Ａ ）支出 1,936 963 973
          教    育    委     員     会    支    出 120 50 70
          編    集    委     員     会    支    出 200 250 -50
          学   会   賞    委    員    会   支   出 50 50 0
          広    報    委     員     会    支    出 0 85 -85
          渉    外    委     員     会    支    出 0 50 -50
          企    画    委     員     会    支    出 0 50 -50
        委     員      会      費      支     出 2,306 1,498 808
          分     科      会      予      備     費 50 0 50
          セ  キ   ュ   リ   テ   ィ   Ｓ   Ｉ  Ｇ 0 60 -60
          時     空      間      Ｇ      Ｉ     Ｓ 50 60 -10
          土    地    利     用     ・    地    価 50 60 -10
          F　　O　　S　　S　　4　　G　　分　科　会 0 20 -20
          防       災        Ｇ        Ｉ       Ｓ 50 50 0
          自                 治                 体 50 0 50
          自 律  分  散  ア  ー  キ  テ  ク  チ ャ 50 50 0
        分       科        会        支       出 300 300 0
          大会講演論文 集 （ 大 会 誌 ）印刷費支出 200 200 0
          機   関   誌    印    刷    費   支   出 1,900 1,900 0
          会    報    印     刷     費    支    出 400 400 0
        刊   行   物    制    作    費   支   出 2,500 2,500 0
          懇     親      会      費      支     出 500 500 0
          諸       謝        金        支       出 0 125 -125
          消     耗      品      費      支     出 100 100 0
          通    信    運     搬     費    支    出 30 50 -20
          旅    費    交     通     費    支    出 0 200 -200
          会     場      借      料      支     出 70 100 -30
          臨    時    雇     賃     金    支    出 300 250 50
        大    会    開     催     費    支    出 1,000 1,325 -325
  ２．事業活動支出
        事業活動収入計 17,786 17,358 428
          そ       の        他        収       入 50 50 0
        雑                 収                 入 50 50 0
          特     別      会      費      収     入 0 63 -63
          更       新        料        収       入 300 0 300
          認    定    登     録     料    収    入 300 400 -100
          申       請        料        収       入 200 500 -300
        資 格  ・  教  育  認  定  事  業  収 入 800 963 -163
          刊    行    物     送     料    収    入 60 60 0
          大会 講 演 論 文 集 （ 大 会 誌 ） 収 入 600 600 0
          機関誌（Ｇ Ｉ Ｓ － 理 論 と 応 用）収入 800 800 0
        刊       行        物        収       入 1,460 1,460 0
          懇     親      会      参      加     費 500 500 0
          非                 会                 員 300 300 0
          学          生           会           員 100 125 -25
          正                 会                 員 400 400 0
        大    会    参     加     費    収    入 1,300 1,325 -25
          賛          助           会           員 3,060 3,060 0
          学          生           会           員 590 600 -11
          正                 会                 員 10,526 9,900 626
        会          費           収           入 14,176 13,560 616
  １．事業活動収入
Ⅰ　事業活動収支の部

科        目 2013年度予算額 前年度予算額 増  減

収支予算書(収支)
2013年 4月 1日から2014年 3月31日まで

一般会計 （単位:千円）
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育における GIS 教育の啓蒙を行うものです．詳細は，近日中

に学会 HP などを通じて広く告知いたします． 

 

 

[地理情報システム学会前会長 吉川 眞(大阪工業大学)] 
 本学会の初代副会長で顧問を務められた枝村俊郎先生が去

る４月 17 日にご逝去されました．功なり名遂げられた先生で

あれば，然るべきご葬儀が営まれるところですが，当日は神

戸大学時代の講座出身のごく限られた方々のみ参列された，

いわゆる「家族葬」のようなスタイルであったとのことです．

先生ご自身が生前に望まれていて，ご遺族がそれを尊重され

た結果と伺いました．何事にも恬淡とされていたお人柄を偲

ばせるご葬儀であったにちがいありません．そこで，ご遺族

のお気持ちを汲んで，浅見会長とも相談した結果，形式的に

なりがちな学会の直接的な対応は慎むこととし，枝村先生と

些かなりとも交流のあった者として，先生との個人的な関わ

りをご紹介することで，追悼の辞に替えさせていただこうと

考えました． 

 私が初めて先生に親しくお目に掛かったのは，それほど昔

というわけではなく 1995 年の 11 月でした．先生が私的に神

戸で開催された「都市計画へのコンピュータ応用」に関する

インターナショナル・ワークショップに招かれたときでした．

たまたま，同じ年の１月に他学会のシンポジウムで発表した

私の研究が先生の目にとまり，同じ学園（当時の学園名称は

学校法人大阪工大摂南大学）に勤めているというご縁で招か

れたわけです．このワークショップには，先生もボードメン

バー（役員）を務められていた International Conference on 

Computers in Urban Planning and Urban Management(CUPUM)

の役員（５名）も海外から招かれていて，日本人研究者と合

わせて総勢でも 18 名程度が２日間集中したプレゼンテーシ

ョンとディスカッションを行ったことを覚えています．くわ

えて，最終日（３日目）には建設中の明石海峡大橋と姫路城

へのツアーもありました．私にとっては，このワークショッ

プに参加することで，以後，親しくお付き合いさせて頂くこ

とになる方々を多数知ることができました．なお，同年１月

の神戸淡路大震災がなかったならば，このような私的なワー

クショップではなく，CUPUM そのものの第４回を枝村先生が

神戸で開催されていたはずであったとも伺っています． 

 その後，先生の研究室（摂南大学）と私の研究室（大阪工

大）の間で，相互に訪問しそれぞれの研究を発表するといっ

た交流を，先生が摂南大学を退職される 1999 年３月まで重ね

てきました．1997 年には，インドのムンバイで行われた第５

回の CUPUM にもご一緒させていただき，学会終了後，先生曰

く「大名旅行とはいかないまでも，小名旅行くらいのもの」

で，インド国内を二人で巡り，かなりの珍道中を繰り広げま

した．この顛末については，先生がご自身のホームページに

「インド旅行記」として掲載されたので，私も多くの方々か

ら反響を頂戴することになりました．摂南大学をご退職後，

1999 年秋のベニス（第６回）行きで，CUPUM 参加を最後とさ

れましたが，私は個人的な事情でベニスに行くことができず，

先生とご一緒にイタリア珍道中ができなかったことが悔やま

れます． 

 枝村先生にお誘いいただいた CUPUM には，その後，2001 年

ホノルル（第７回），2003 年仙台（第８回），2005 年ロンドン

（第９回），2007 年ブラジル・イグアス（第 10 回），2011 年

カナダ・レークルイーズ（第 12 回）と，新型インフルエンザ

騒ぎによる休講のしわ寄せで参加できなかった 2009 年香港

（第 11 回）を除いて毎回参加してきました．今年も７月にオ

ランダ・ユトレヒト（第 13 回）に，摂南大学での枝村先生の

後任に当たる熊谷先生とご一緒することになっています．こ

のように，枝村先生との交流の中から，さまざまな人々と出

会い，また貴重な機会を得ることができました．実際に先生

と親しくさせていただいた期間はほんの数年間でしかありま

せんが，先生との出会いがなければ，私の研究生活は今とは

まったく異なったものになっていたにちがいありません． 

 先生に最後にお目に掛かったのは，2010 年３月に九段会館

で催された GIS 名誉上級技術者の称号贈呈式でした．枝村先

生をはじめ，歴代の副会長・会長を務められた諸先生に称号

が贈呈される際に，私自身が学会の副会長としてお祝いを述

べる機会を得たこと，とくに枝村先生には個人的な祝辞を呈

することができたことは望外の幸せであり，また不思議なご

縁であったと，今更ながら感じ入っております． 

 枝村俊郎先生，ありがとうございました． 

合掌 

 

 

■感謝状贈呈式 
去る 5月 26 日に開催された第 7回社員総会において，当学

会にボランティアとして長年多大な貢献をされた以下の 2 社

に，浅見泰司会長より，感謝状が贈呈されました． 

 

＜国際航業株式会社＞ 

人文地理学会，日本国際地図学会，日本地理学会，日本リ

モートセンシング学会および GITA-Japan との連携の下で運

営している GIS 資格認定協会の事務局を，発足以来，お引き

受けていただいています． 

 贈呈式には，代表取締役社長土方聡様にお越しいただき

ました． 

 

 

感謝状贈呈式 国際航業株式会社様 
 

【学会からのお知らせ】 

【初代副会長・枝村俊郎先生を追悼する】 
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＜ＥＳＲＩジャパン株式会社＞ 

2011 年度まで，広報委員会をお引き受けいただきました． 

 贈呈式には，代表取締役社長正木千陽様にお越しいただ

きました． 

感謝状贈呈式 ＥＳＲＩジャパン株式会社様 
 

■2013 年京都国際地理学会議（IGU2013）のご案内 
「地球の将来のための伝統智と近代知」をメインテーマに

掲げ，学会発表や展示，国内外の巡検も予定されています．

当学会が運営するジョイント・セッションのほか，地理情報

科学や地理システム・モデリングのコミッションンのセッシ

ョンなど GIS や地理情報科学と関連が深いセッションも多数

開催されます． 

 

 会期：2013 年 8 月 4日(日)～9日(金) 

 会場：国立京都国際会館（京都市左京区宝ケ池） 

 参加登録：標準/～2013 年 7 月 3日（水） 

      当日/2013 年 7 月 4日（木）以降 

 ガラ・ディナー：8月 7日（水）18:30 開宴 

※要会議登録 

 URL：http://www.igu-kyoto2013.org/ 

 

なお，同時に開催される市民公開講座は，日本語で行われ，

事前登録なし（無料）です．あわせてご参加ください． 

会期：2013 年 8 月 4日(日)  10:30～ 

会場：京都大学百周年時計台記念館大ホール 

（京都市左京区吉田本町） 

※メイン会場とは場所が異なります 

詳しくは公式 Web サイトの日本語頁… 

http://oguchaylab.csis.u-tokyo.ac.jp/IGU2013/jp/index.

html 

 

会議全体に関する，ご質問・ご意見は… 

info.igu.kyoto2013@gmail.com 

 

■2013 年度学会賞募集（既報） 
[学会賞委員会委員長 関根智子] 

毎年，秋の研究発表大会で表彰が行われる「地理情報シス

テム学会学会賞」5 部門（研究奨励，学術論文，ソフトウェ

ア，教育，著作）の応募受付期限が，近付きました．いずれ

も自薦，他薦は問わず，またグループも対象となる部門もあ

ります． 

 締切は，7月 15 日（日）です．ホームページで詳細を参

照の上，奮ってご応募ください． 

http://www.gisa-japan.org/awards/index.html 

 

■学会共催イベントのお知らせ 
≪ 空間情報シンポジウム 2013 ≫ 

主催：株式会社インフォマティクス 

会期および会場： 

2013 年 7 月 10 日（水）東京 

7 月 19 日（金）大阪 

7 月 23 日（火）名古屋，札幌，仙台，広島，福岡，高松 

詳しくは…  

http://www.informatix-inc.com/top/sympo2013.html 

 

 

 

■変更届等について 
就職，転職，所属や自宅の場所が変わった等々の場合，速や

かに変更届をご提出ください．変更はオンラインで出来ます． 

https://www.gisa-japan.org/member/login.php 

 

■学会ホームページやメールニュースへの掲載ご希望
の方へ 
学会ではイベントや公募等のお知らせを，ホームページに掲

載する他，個人会員向けメールニュースでも配信しています．

学会ホームページのトップページでもご案内していますので，

そちらを参照の上，事務局までお申込み下さい．現在，掲載

料等は無料です． 

http://www.gisa-japan.org/news/request.html 

また，フェイスブックやツイッターでもご案内することがで

きます．こちらはもう少し肩の力を抜いたものです．掲載ご

希望の方は，事務局までお問い合わせください． 

 
■会議の場所をご提供します 
分科会（SIG），委員会，支部など，学会活動に関することで

会議をしたいが場所が無い…という方は，事務局までお申し

出ください．事務局が入居している学会センタービルの地下

に，貸会議室があります．予約制ですので，お早目にお問い

合わせください． 

料金：無料 

時間：月曜日から金曜日の 10：00～17：00 

注意：インターネットのご利用は出来ません 

 

 

 

今年も大会ではポスターセッション賞を設けます。 

多数の参加をお待ちしております。 

 

 

【事務局からのお知らせ】 
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（2口）NTTタウンページ㈱

（1口）アイエニウェア・ソリューションズ㈱，アクリーグ㈱，朝日航洋㈱，アジア航測㈱，いであ㈱，㈱インフォマティクス，ESRIジャパン㈱，愛媛県土地家屋調査士会，

応用技術㈱，大阪土地家屋調査士会，オートデスク㈱，㈱オオバ，㈱かんこう，関東甲信越東海GIS技術研究会，㈶岐阜県建設研究センター，

九州GIS技術研究会，協同組合くびき野地理空間情報センター，近畿中部北陸GIS技術研究会，㈱こうそく，国際航業㈱，国土情報開発㈱，㈱古今書院，

寿精版印刷㈱，GIS総合研究所いばらき，㈱GIS関西，ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱，㈱JPS，㈱ジオテクノ関西，㈱ジオプラン，㈱昭文社，㈱ジンテック，

㈱数理システム，㈱ゼンリン，㈱谷澤総合鑑定所，玉野総合コンサルタント㈱，中四国GIS技術研究会，テクノ富貴㈱，東北GIS技術研究会，㈱ドーン，

内外エンジニアリング㈱，長野県GIS協会，にいがたGIS協議会，日本エヌ・ユー・エス㈱，日本情報経済社会推進協会，日本スーパーマップ㈱，

㈶日本測量調査技術協会，日本土地家屋調査士会連合会，㈶日本地図センター，パシフィックコンサルタンツ㈱，㈱パスコ，東日本総合計画㈱，北海道GIS技術研究会，

㈱マップクエスト，㈱松本コンサルタント，三井造船システム技研㈱，㈱三菱総合研究所，三菱電機㈱，ヤフー㈱，㈶リモート･センシング技術センター

自治体会員：（1口）大阪府高槻市役所，大阪府豊中市役所，経済産業省特許庁，総務省統計局統計研修所，長野県環境保全研究所，福岡県直方市
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